千世 子 (二) 



宫本 百合 子 



まあそう だった のかえ。 

すまなかった。 

と 云った つきり のろい 手つきで 着物 を 着換えた りした _ 

帯の 「しわ」 をのしながら 女中 は 京 子が 旅へ 出かけ 

るら しい 事 を 云って 居た などと も 云った。 

翌日 朝早く 京 子の 家へ 「今日は 一 日 居る から」 と 云つ 

て やった。 

午後 ももう 日暮 方に な つ て 京 子 は 重そう な 銀杏 返し 

に 縞の 着物 を 着て 手が 目立 つ て 大きく 見える 様な 形恰 

をして 来た。 

随分 待って 居たん だけれ ど 昨夜 だけ はどうし たん 



せたり 一 寸 した 有り ふれた 話 をした。 

京都へ 行って からの 事ば つ かリを 云つ て 居る 京 子 は、 

臈次郎 の 紙 治が 見られる とか、 純粋な 京 言葉 を 習って 

来る とか、 いつもに ない はでな 口調で 話した。 

「京都に 貴方の 体 はつり 合わない。 

むくむ くして かたい 腕 や、 黒い 手先 を こすった りし 

た。 

これから ざあっと 一 月 又 会わなくなる と 云う 事 等 は 

一 寸も 悲しい 事に も 淋しい 事に も 思えなかった。 

新ら しい 書 み 物 を 二 冊 ほど 持って 京 子 はせ つつい 

て i 帀っ た。 



にで も おだやかな 影 を 作って 「我」 の 勝った 張 強い 千 

世子の 心さい その 影の かすかな 影響 をう ける 事 さ え 

あった。 

自分の 好み、 自分の 思想、 などと 云う もの はま だ そ 

うよく 知り合わない 千世 子に 明す 事 は 一 寸 もない と 

云って 好い 位だった。 

あきら 

自分が 進んで 話 を 切り出し、 自分が 自分 を 明かに 

する 事よりも、 人の 云い 出す 話 を 静かに 聞き、 他人 を 

細々 と 観る のがす きな 人 だと じきに 知った 千世 子は始 

終 自分の わきに 眼が 働いて 居る 様な 気がして 肇と 相対 

ぎ わ 

して II 古る ときには 冽え 其の 手際 は 良くな く つ て も あん 



笑いの 影に は 悲しみが 息づ き 歓楽の 背後に すすり泣 

く 悲しみが ある。 

(ママ) 

悲しみな しの 喜び は 世の中に 必 してない。 

いかなる 詩聖の 言葉の かげに も 又 いかばかり 偉大な 

音楽家 の 韻律の かげに もた とえ 表面 は 舞い 狂う II 笑 

いさざめ く 華 かさが あっても その 見えない 影に ひそ 

む 尊い 悲しみが 人の 心 を 動かす ものであろう。 

悲しみと 云っても 只 涙 を こぼす ばかりの 悲しみで は 

ない。 

人 は 喜びの 極点に 達した 時に 或る 一 種の 悲しみ を感 

じる、 その 口に 云えない 悲しみが 美の 極点に も 崇高な 



I ええ 

どうして」 

「何故で もな いんです が。 

肇は又 じ い つ と 考え込む 様な 様子 をした。 

「貴方 だ つ て 私と 同じ様に 読んだり 書いたり してい 

ら つし やる。 

そいだ のに 読んだ ものの 話なん か 何故 一 度 もな 

すった 事が な いんでしょう。 

遠慮して いら つし や つたんで すか。 

「そう 云う わけ じゃあありません けど。 

貴方な ん かがそう 読んで なんかい らっしゃるまい 



かった ので ある。 

—— 〇 II 

其の 日 は 随分 暑かった。 

明けられる 「まど」 は 少し 位 無理 をした つて 開けつ 

放して 客が あ つ たらす つ か リ裡が 見える 様に したまん 

かきもの 

ま 書物 をして 居た。 

ギッ シリと #1 籍を つめて 趣の ある 飾り 方 をして 居る 

千世 子の 部屋 を 「誰かに 見せて やりたい」 などと も自 

分で 思って 居る 千世 子 は 出来る 事なら 肇 にこれ を 見せ 

て 驚かして やりたい と 思わないでも なかった けれ 共 仕 

事に 段々 気が 乗る に 随 つ て肇に 部屋 を 見せて やりた 



た。 

どう 云う 性格の 人 だと 御 思いになる？ 

などと 千世 子 は 母親に 云 つ た。 

けれ 共 これ ぞと 云う 人格 を はっきり 云う 様な 事 はし 

なかった が 心の なかで は 「ハ ー ァ」 と 思って 居る 位 は 

千世 子に だ つ て わか つ て 居た。 

何にもそう 追求す る 必用 もない し 又 只 友達で なみな 

みに つき 合 つ て 居る 分なら などと 千世 子 は 思 つ て 居た _ 

その 晚千 世子 は 両親の 容貌の 美醜に よ つて 子供の 性 

質に 幾分 かに 変化 を 与えられ ると 云う 事が 必ず 有り そ 

うで 仕様がな いと 話した。 



と 限った わけで もない。 

その 人の 云った 事なら 千世 子 は 心から 満足して 随ぅ 

事が 出来る。 

けれ 共 監督者に は随 つても 心からで はない。 

そうは 云う けれども 真の 保護者と 監督者が どんなに 

違う か を 味わって からでな くつ て は 云える 事 じゃあな 

ヽ o 

レ 

千世 子 はよ く 他処の 親の 話が 出たり すると 母親に 話 

したり 肇 になん かも 一 寸 云った 事 もあった。 

家内の 者の 事 を 話す のがす きな 千世 子は肇 にさえ 変 

に 思われた ほど 熱して 真面目に 云った。 



千世 子 は 家の 事 を 云う 毎に 必ず 幸福 だと 云う。 

希望に 満ち、 喜びが あふれて 居る、 と 云う。 すさん 

だ 家庭に 幼 いから 辛い 目に会って 来た 肇 はふつ くり 

やきた 

した、 焼 立ての カス テ ー ラ みたい に香リ 高い 甘味の あ 

る、 たっぷりの うるおい がきめ 毎に しみ 込んで 居る 千 

世子の 家の人 達に 交る と 云う 事 はなぐ さめと もな リ薬 

にもな つた。 

ホ— ム、 スゥ^ -1 卜 • ホ— ムと 云う 言葉 を しみじみ 

と 味わって 見られたら などと 肇が 云う と、 母親 はすぐ、 

貴方が お 父 様になれば^い。 

などと 笑いながら 云う と肇は フット 笑い かけても 唇 を 



千世 子の 頭に は 無断で 自分の 書いた もの を 読まれた 

事に 対して 何 か 云わなければ ならない 様な 気持が 満ち 

満ちて 居た。 

けれ 共 はにかみ屋の 小娘の 様に 口に 出して は 何事 も 

云わなかった、 そして 母親と 三人で 一番 近くに あった 

芝居の 話 や 新ら しい 書籍の 話 やら を 開け つ 放した 気持 

ちでして 居た。 

かなり 名の 聞え て 居る 小説家の 裡で 千世 子 は どんな 

にしても ただ 訳 もな く 嫌いな 人の 噂 や 「何 子 氏」 と自 

分 の 旦那 様から 呼ばれる そ の 奥 さ ん の 事 も 散々 頭、) J な 

しにした。 



あんまり 云い 過ぎた と 云う 様な 気持に なって 取つ つけ 

た 様に 笑った。 

そして、 斯う やって いく 分か はお 調子に乗って 話し 

込んだ 自分の 頭の なかみ をす つかり 肇に 見す かされた 

様ない やな 気がした。 

それでも 肇は 千世 子の 云った 事に 賛成した。 

男の人 達の 裡 にだ つ てそう 云う 人 はいくら でも ある _ 

よ つ かかりの あるう ち は 華に 小鳥の 様に さわぎ 廻つ 

て 居た 文学ず きの 人達が その 頼リを 失って 世の中に 投 

ねうち 

げ 出された 時、 自分の 持って 居た 自信よりも 値の な 

い 自分の 頭が ドシ— ン、 ドシ— ン、 とぶ つかって 来る 



に 困り さえし ない 様なら その 小説 屋 さんに しても 当 

人の 好む 事なら とも 思って ねえ。 

お金に なりましょう かねえ。 

千世 子 は 何だか 体中が ム ズムズ する 様だった。 

金 持に なりたい 人が 小説 屋 さんになる の は 間違って 

(三 字 不明) 

居る □□□ 偉い ものに なった から 一 人手に お金 持に な 

る 事 は あるか もしれ ない けれ 共 金 持に なりた い のが 目 

的なら だめ だ。 

千世 子 は 大伯母が わかる まで 廻りく どく 七く どく 話 

した。 話 をき いた 大伯母が げんな りした 様に、 

それなら、 その 小説 屋 さんと か 云う もの もい けず 



でもが 予想して 居た 通りの 結果で 選抜され る ほどの 頭 

も 鬼つ 子で 持って 居なかった。 

或る 学校の 補欠の 試験 を 受ける つもりで 当人 は 居る 

けれ 共 身内の もの は 皆 あやぶんで 居る。 

もう まるで 大人に な つ た 体 を もてあました 様に 柱に 

よ つ かからせて ついこな いだから 着 始めた 袖の 着物の 

両 抉に 手 を 突 込んで 突 袖 をして 居る 様子 は 「にわか」 

P ら 

の 由 良さん を 十倍した ほど 下品に 滑稽で 間抜けに 見え 

た。 

まゆ 

千世 子が 歯が ゆい 様に 眉をピ クピク させながら、 

貴方、 何 か 好きな 事 はない の、 そう やって たって 



底本 ： 「宫本 百合 子 全集 第一 一十 八 巻」 新 日本 出版社 

1981 (昭和が) 年：： 月 S 日 初版 発行 

1986 (昭和 S) 年 3 月^日 第 6 刷 発行 

初出： 「宫本 百合 子 全集 第二 十八 巻」 新 日本 出版社 

1981 (昭和 g) 年：：： 月 S 日 初版 発行 

入力 ： 柴田卓 治 

校正 ： 松 永正敏 

2 008 年 5 月 S 日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 



